
本区域の來炭暦は佐世保暦群で区域内には下部から

「新田孟尺」，「モエズ上・下」，「大瀬五尺」，亡ベダモノ」，

r編井三枚jの6枚の炭暦が露出してV・るが，露頭部分

の状態から判断すれぼトコイ島の「新田五尺」が所によ

り小規模に稼行可能で永ノ島のr大瀬五尺」暦は稼行可

能と到定される。黒島には稼行の薄象となるべぎ炭暦は

露出していなV・。

　　　　　9．開発に関する意見
九十九島，黒島両地区共全て殆んど未開発区域であり，

区域外北方の矢岳鵬地区に於ては淡暦が南方に向つて炭

丈を減じ，薄暦化するので，南方海面鉱区の採掘計画は　一

建てられてV・なV・。

r新田五尺」相当層に就V・ては本暦が相当膨縮の著・し

V・炭層なので部分的には小規模に稼行出來るものと思わ

れる。大規模な探掘はかかる小島嘆では困難であろう。

地下深部の発達状況を明かにする爲の試錐は必要なV・と

考えられる。

r大瀬五尺」暦に就いてはr小佐々断層」以東r高島
・一一高崎山断暦」以北の狡小な三…角区域に賦存して居り，

埋藏炭量も僅少である。本層は稼行可能と到定さ才Lるカ：

大規模な探掘を行う事ほ困難であろう。

　r鹿町三尺」暦に就いてはr小佐々断暦」以西r高島

一高崎山断暦」以北の区域に賦存が予想されるが，北

方矢岳地区の資料から推定して発達極めて不良と考えら

れる。本暦を目的とする試錐を行う必要はない。下小高

島には芦屋層群の行合野暦が露出しているから，今後大

瀬孚鳥西部区域の精査を行つて「大瀬五尺」暦の露出し

てV・る孚島中部との暦位関係を明らかにした後，芦屋暦

群下位の大辻暦群芳ノ谷層の淡暦を目的とする試錐を適

当な箇所に行う必要があろう。ごの際下小高島から行え、

ぱ予想深度杵島地区芳ノ谷暦の最上部炭暦，大島地区の

内浦暦に約450～500mで達するものと思われる。

　黒島地区に就V・ては露出している地暦が略々相ノ浦暦

と推定されるのみで，稼行の対象となる淡暦は露出して

．いない。本層を仮りに相ノ浦暦下部とすれば，「新田四

尺」暦迄は約100m，「新田五尺」暦迄は約400mの深度で

あるが，差当り試錐の必要は認められない。　’

　　　　　　　　　　　　以　　・上
　（昭和24年10月稿プ
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愛媛県優量鉱山調萱報蕾
吉田善亮＊
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　　　　　　1緒　　　言
本所事業計画の一部とし・又新鉱床探査審議委員会・並

びに四国地方地下資源綜合開発委員会の要講により，昭

和25年5月18貝より，6月9H迄の23月間，愛媛県優

量鉱山の鉱床地質調査を実施した。ここにその概要を報

告する。（各坑道鉱床図は縮尺1／100及び1／600のもの

を作成し，その原図は本所並びに鉱山が夫々1部ずっ保

有する。地形測量は捜官中村鋤男が担当した。）

　　　　　2鉱　　　区
　　　　　ゆうりよう
鉱山名　優量鉱山
鉱区及び事・務所所在地　、愛媛県伊予郡砥部町大字川登

鉱区番号　　愛媛県探掘権登録No．203
登録鉱種名一　金・銀・銅・硫化鉄鉱

鉱業権者　愛媛鉱業株式会肚

菅鉱床部
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　　　　3　位置及び交遇

鉱山は松山市南方直距離約13kmに位する。鉱区の中

央を北流する砥部川の左岸，海抜160mの低地にあり，

県道に近く，交通蓮搬共に至便宅ある。鉱山に至るには，．

予讃線松山駅下車市電5分　私鉄松山’市駅バス1時間
ぜりぐお
千里口下車徒歩5分　鉱山事務所。

4沼 革

昭和9年頃土地の者が井戸を開馨した際偶然鉱床を発

見，これを佐々本某が3坑より1坑地並まで探鉱した。

昭和12年より昭和鉱業棟式会肚が本格的探掘を行い，

最盛期の昭和14年下牛期には月産李均銅精鉱800t（品

位銅2．5％，硫黄37％）を出鉱したが，その後次第に

減産を続け終駿聞もなく休山した。

昭和23年11月現権者が事業を再開，銅鉱並びに素

’硫化鉄鉱を採掘，現在に至る。掘難坑道の総延長約5km。

5地 質

鉱山附近を構成する岩石は結晶片岩層，新第三紀暦，及

びこれらを貫く安山岩類等である。

（1）　緩晶片岩属

所謂三波川系（出石層）1に属し，主に緑泥片岩より

なり，石墨片岩・赤鉄石英片岩・右英片岩等の薄暦を挾在

する。

優量鉱山附近地質暦序概要

現　世　暦砂，礫，粘丑

　　　　　　　　－安山岩類貫入

鶴灘　鷺轟±）
羅基底礫岩暦　結鮮類の礫岩

上部白墓紀暦　和泉砂岩暦

三　結　　緑泥片岩，石墨片岩，石英片岩互暦

波痒纏片掛鯛猛大轍床
川・岩　　石墨片岩、（20～30m）

系暦　　　緑泥片岩（250～300m）・一・優量鉱床
　　　緑泥片岩（7－10m）

　　畳rうすはぶ暦」（10－2qm）（指準暦）

　　　線泥片岩（10m）　　・

　　 必「あつはぶ暦」（60m）

　　　緑泥片岩（20m）　　　　　．v

織泥片岩は青緑色乃至黄線色を呈し，主に緑泥石・石

英・曹長石よりなり・・少量の緑簾石・陽起石。角閃石・藍

閃石・赤鉄鉱等を混在する。石墨片岩は暗次色，絹糸光

沢を呈し，主に石英・曹長石・石墨よりなり，緑泥石等
’
を
混 える。石英片岩は茨白色，赤鉄石英片岩は帯紅友色　．

を呈し，両者互に漸移する。時に片状砂岩を挾在する乙

結晶片岩の片理の一般走向はN700・一80。E，北方に

100～250傾斜するが，余毛及び旧川登坑附近は局部的’

に擢曲し，南に傾斜する。線状構造は比較的顯著に発達

し，一般に西に5彫）15。に落す。

地質構造を支配する程大きい断層はないが，坑内及び

野外で見る様に無数の断暦が発達し，叉断履角礫岩を生

ずる。この内略々東西走向の断暦が最も優勢であり，一

般に急斜する。

　（2）翫第三紀暦（中新暦）

　新第三紀暦は中新暦1）に属し，一般に暦理面は明がで『

なく，約r109～15。の傾斜をなし，結晶片岩を不整合に

被覆する。

　基底礫岩暦は暗緑色で，結晶片岩類のみの円礫又は稽

々稜角のある礫を含み，同源の砂で堅く膠結される。礫・

の大さは5～50cmであるが，径2－3mに達する互礫を

混在する。

　礫岩暦は基底礫岩暦の上に整合に堆積する褐色礫岩層，

で，結晶片岩及び和泉砂岩履尽属する岩石の円礫を含む。

上位に行くにつれて円礫は小になり，結晶片岩礫の量も　．

次第に減少する。

　砂岩，凝友岩暦は礫岩履の上に整合に堆積し，大準，

金毘羅山附近に分布する。

　（3）安山岩類

　中新期暦堆積後，結晶片岩類及び中新期暦を貫いて岩

脈又は餅盤朕の火山岩類が滋入する。主に粗面岩質安山

岩であるが，西部の小部分に石英粗面岩が分布し，』両者

の関係不萌である。地質図には両者を一括して安山岩と

した。粗面岩質安山岩は暗荻色乃至暗青色，中粒の堅硬

な岩石で，屡々陶石に変質するものは砥部陶石と呼ぼれ

る。一般に火山岩類は断暦に澹つて貫入し，東西走向の

ものが多V・。

6鉱 床

　　　灘贈　騰床誓誉騨獄齢灘範欝”論
註：一涛石墨片岩，赤鉄石英片岩，石英片岩の累暦　　　これらの富鉱体は略々同一層位，即ち厚さ1－3mの所謂

　（1）麟欺禽銅疏鴛鉄鉱康

優量鉱床は線泥片岩を母岩とし，その片理に略々整合

的に存在する所謂暦斌含銅硫化鉄鉱床に属し、走向N

700～80。E，傾斜北方に5。剤20。，西方に5。～15。に落
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r鐘の内」（緑泥片岩に黄鉄鉱が縞状をなすもの）中に存

在する。

鉱体には塊状の所謂r銅鉱」体（含銅硫化鉄鉱）と塊

状又は縞状の所謂r素硫化鉄鉱」体（黄鉄鉱体）の2種

があり，前者は「錘の丙」の下盤近くに，後者は上盤近

くに；存在する。両鉱体の採掘跡の大さは；一

鉱体訓餉（東西臓1傾斜（南北）延長

r銅　鉱」　体
r素硫化鉄鉱」体

30～80m

100！）150m

300m

150m

　探掘跡の示す鉱床の落しの方向は一見北落しであるが，『

これは軍位富鉱体の落し，及び線状構造と略々直交する。

軍位富鉱体は線斌構浩叉は落しの方向を長径とする薄い

長隔円形体叉は長レンズ状体で，一般に落し延長30～50

m，幅員10～20m，厚さはr銅鉱」体で，0・1～1m，李均

40c坦，r素硫化鉄鋼休で0。3～2m，弔均1m内外の

ものであるが，稀に落し延長7～8m，幅員2～3m，厚：

さ最大1mの極めて小なる素硫化鉄鉱の軍位富鉱体も存

在する（新斜坑東側）。

　一般に東部にr銅鉱」体が多く，西部はr素硫化鉄鉱」

体が優勢であるが，更に西方に行くにつれて，「銅鉱」体

は見られず，且「素硫化鉄鉱」体は家第に劣勢になり，途

には黄鉄鉱が僅かに母岩・1こ等縞月犬に存在するビリ・鐘に移過

する。

　（2）安山嶽及び断麿の贈欝

　中新期暦の堆積後，結晶片岩類及ぴ中新期暦の断暦に

、澹つて安山岩が貫入し，鉱床は階段状に切断され，屡々

その落差5m以上に達する（附図第2断面図）。

　安山岩の貫入後，断暦叉は節理に沿つて，本鉱床とは

別の浅熱水性溶液が上昇し，珪化作用・絹雲母化作用・黄

鉄鉱化作用・粘土化作用等の鉱化作用が脈状・網状叉は

’層1伏に行われた（附図第2見取図参照）。この作用の爲に，

幅員0。5～5mの間の岩石，叉は暦状含銅硫化鉄鉱床は

一般に軟弱になり，友白色に変質する（陶石化作用）。輝

安鉱脈はこの種の鉱脈である。

かかる黄鉄鉱脈（一般にビリ鐘〉の内で，屡々黄鉄鉱

が結晶片岩の片理に準行に縞瓶をなして産する場合（通

常断暦より激卑の範囲内に限定されるが）・r鐘の内」が

陶石化作用を受けたものと酷似し，一見両者の区別困難

なことがある。探鉱坑道の内でこの種浅熱水姓ビリ鍾を

鐘押したものが多い。なお当地方産物の砥部焼原料の陶

石2）は，安山岩がこの浅熱水性作用によつて生成された

ものであり，一種の自家変質作用の産物で弟るo

』（3）　i｝旨攣層「うすはぶ麿」

前掲暦序に示す如く，鉱床は厚さ10mのrうすはぶ

暦」と呼称する石墨片岩・赤鉄石英片岩。石英片岩等の

累暦の上位7～10mに存在する。この累暦は，更に約10

m下位にある同様の岩石よりなる厚さ60mの「あつはぶ

暦」と呼称する累暦とは，厚さの点で両暦は区別される。

從つてrうすはぶ暦」は鉱床探査の目的上指準暦となる。

　　7　鉱蕊，贔位，鉱旅の存在予想虚域　・
（1）

鉱 種陣均品位腰鉱石及び脈石

銅　　鉱
Cu2．5％，S37％
（時ンこCu6～8％

黄鉄鉱，黄銅鉱，

石英、

素硫化鉄鉱ICu微量，S36～37％i　黄鉄鉱石英

（2）鉱床の存在予想区域：一探鉱坑道により今後探鉱

すべき鉱床の存在予想区域は；一（a）通洞北方区域では，

旧斜坑よりw20～25号線附近迄の区域（号線は附図第2

参照）；（b）上段坑，風坑間の区域の採掘跡の東部区球；

（c）上段坑西側区域。

銑床量として算すべき確定鉱量は比較的多くはないが

こ』こをこは省略する。

　　　　8　i翼川登就，その他の鉱廉

旧川登坑は大正初年田中鉱山株式会肚が擦鉱，若干の

出鉱をみたが，昭和5年頃休山した。以下旧川登坑外鉱

区内鉱床につv・て略記すれば，下表の如しσ

鉱床名

旧川登
坑鉱床
大弔坑鉱床

中替坑
横道坑

鉱床別
暦欣含銅硫

1走向顧余糊備造1母 岩鉱床の規劇その他
イ騨埜N罫黛濃伊下欝、石響坑口、こおける、、厚，，m｝璽翻

不動滝の焼けを探鉱したが着鉱しなV・。

灘礁1不　明

上盤，緑泥片岩

線泥片岩
、

最大鏑厚1m

不 明 中新期後
の生成

　　　　　9探鉱方針
相当広範囲にわたつて探鉱坑道が掘墜されたが，鉱床

叉はその層位を喧接有効に探鉱した坑道が比較的多くは

ない理由は前述の通りである。今般の調査結果から，今

後の探鉱方針並びに留意すべき点を次に列挙する：一

（1）「うすはぶ暦」の約10m上位の「鐘の内」暦位を水

準坑道，切上り，切下り坑道により探鉱すること；（2）
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安山岩叉は断暦が階段状に鉱床を切断し，その落差は5m

以上のことがある；（3）断暦に浩つて生成した全く別の

鉱床に属する浅熱水性黄鉄鉱ビリ錘を陶石化作用をうけ

たr鐘の丙」と誤認しなV・こと；（4）線状構造即ち西落

しの小箪位富鉱体が雁行状に集合する；（5）鉱床の春在

予想区域は前述の通り（7項参照）；（6）輝安鉱脈に留意

すること，（7）現探掘区域の東方延長部，即ち砥部川の

東岸区域に鉱床の存在が予想される。とれが爲にこの区

域のrうすはぶ暦」の約10m上位の層位を電気探鉱，試

錐，叉は探鉱坑道等により，鉱床存在区域を拡大すうこ

とが，今後の企業の爲に極めて緊急である。

　　　　　　　10生産量・
（1）・昭和鉱業会肚時代の生産量（昭和13年一20年）

位隔鉱隔
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11現 況

　（1）壷籍人員　60人（内職員7人，坑内夫28人，坑外

夫25人）

　（2）繰鉱

　上向，下向階段探掘法。切劒5個所。機械掘。75馬力

コンプレッサー1台b足尾式11番型ハンドハンマー13台。

　通気卜自然通気，良好。

　排水：一1坑及び3坑（旧坑）より自然排水。

　坑内蓮搬：一1坑を基準とす。1坑域下は新斜坑（傾斜

259，斜踵離55m）スキップ捲揚機（7．5馬力）により，

1坑に捲揚げ，軌道，手押鉱車（木製，0・5t積）により坑

外選鉱場に搬出。一

　　　　　　12総括豊びに結語
　（1）優量鉱床の性質の総括。

　鉱床は三波川系緑泥片岩中岸整合的に。喜在する暦状含

銅硫化鉄鉱床に属し，数個乃至それ以上の輩位富鉱体が

酪々同一展位内に雁行状に集含する。且つ個々の富鉱依

の落しは母岩の線状構造と一致する。

　富鉱体には銅鉱体と素硫化鉄鉱体の2種類がある。

後者は前者の少しく上盤側に存在する。新第三紀（中新

期）層堆積後断暦に滑つて火山岩類が貫入する。これの

後火山作用の結果，優星鉱床とは時代的，成因的に全く

別の，即ち中新期後断暦に澹つて浅熱水性黄鉄鉱賑・黄

鉄鉱輝安鉱脈・粘土賑が生成し，優量鉱床，火山岩類，並

びに附近の岩石は所謂「陶石化」している。

　（2）探鉱方針並びにその留意事項

　指準暦「うすはぶ暦」の上位約10mの暦位を切上り・

切下り・水李坑道を掘進して探鉱すること。

　西落しの小軍位富鉱体が雁行状に略々伺一暦位に配列

する。叉断暦及び安山岩脈は鉱床を階段1伏に切断し・そ

の落差5m以上に及ぶことがある。

　全く時代的，成因的に異る浅熱水性黄鉄鉱ビリ鐘を，

「陶石化作用」を受けた暦状素硫化鉄鉱ピリ鐘と誤認し

ないこと。

　探鉱坑道を探難すべき区域は前述の通り。

　現開発区域の東方，延長部即ち砥部川の東岸の未開発

区域における鉱床存在を確認するこ、とは』企業上極めて

緊急なζ，とである。これが爲にrうすはぶ暦」の10m上位．

の暦位を電気探鉱・試錐・坑道探鉱等の方法による探鉱塗

速かに実施すべきである。（昭和25年5月～6月調査）
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